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特定非営利活動法人エフエムわぃわぃ 
Nonprofit Organization FMYY(En) 

Organización sin fines de lucro FMYY(Es) 
Tổ chức NPO FMYY(Vt) 

 
特定⾮営利活動法⼈エフエムわいわい 

2022 年度事業報告書 

 

 

◆総括（⽂中では特別⾮営利活動法⼈エフエムわいわいを FMYY と表⽰する） 
2022 年度⻑⽥区の委託事業「多⽂化共⽣事業」を震災 27 年⽬にして受託したことは特筆すべきことであ

った。コミュニティメディア FMYY が 1995 年の阪神・淡路⼤震災から積み上げてきた「多⽂化共⽣のまち
づくり」に資する様々な活動は、⼀定の成果を地域の中で⽣み出しているという⾃負があった。しかし時代の
流れの中で社会は常に変化し、またコロナ禍で⼈と⼈が親しく語り合い思いを積み上げていくことが困難で
あったこと、街を形成する新たな⼈々の流⼊の中での「多⽂化共⽣のまちづくり」は、常に新陳代謝を繰り返
す必要があると実感した。 

20 数年前と同じようにリアルなまち歩きを繰り返し、⼀⼈ひとりの声を聞き取るということを区役所の新
しい担当者と共に実施した。そのことは古くからつながりのある⼈々との時間を経ての再会の場の創⽣とな
り、また新たな出会いをも⽣み出し、それらを横断的に繋いでいくという機会となった。これらの動きはコミ
ュニティメディア FMYY の基本であり、それに専念する時間を持ったことは、30 年というまちづくりの周期
時間を迎える前の⼤きな収穫となった。 

理事体制に新規参加 2 名は震災直後からラジオ時代の FMYY のボランティアスタッフであり、それぞれの
スキルが⽣かされた活動が展開された。退任した 1 名の理事も FMYY を去ることなく、週 20 時間の有給ス
タッフとしてそのスキルを活かした職責を果たした。今までイベント業務などに参加していた⼈材を ICT に
特化したスタッフとして週 10 時間のスタッフとして雇⽤することもできた。 

新任の理事や新たに雇⽤されたスタッフ体制はネットメディア FMYY の未来設計が可能となる⼈材である
と期待している。 

さらにペルーでの JICA草の根技術協⼒事業を 2023 年 1⽉からスタートし、現地コーディネーターとして、
神⼾市須磨区在住 25 年の⽇系ペルー⼈⻘年を雇⽤した。防災を通じて⽇本とペルーの架け橋となり得る⼈材
である。 

2022 年度多⽂化共⽣事業の成果物の１例 「Web」⻑⽥に移住・定住する⼈々が⻑⽥を選んだ⼀⼈ひとりのライフヒストリー 



 2 

 
Ⅰ事業 
多文化共生のまちづくりに資するコミュニティメディア事業 
発信 
YouTubeを使った動画配信と連携した Podcast 配信、FMYYホームページの⾳源掲載（オンデマンド） 
(1) 番組の配信形態・配信システム全般について 

FMYY の配信は、YouTubeを基本としている。それぞれの番組制作者が伝えたいリスナー状況に合
わせ YouTubeLiveであったり、FacebookLiveも同時に活⽤したり、番組制作は収録で⾏い、その後編
集で効果的な配信画像にしたりと多様な⼿段を選んでいる。それぞれは番組制作者のサイトとリンク
して発信され、FMYY のWebサイトのみならず、それぞれのWebサイトで発信、Facebookでの広報
など電磁的配信で広報している。 
※Podcast では FMYY の番組を⾳声のみで視聴可能。  
 https://itunes.apple.com/jp/podcast/id1453314211 

    

クロマキー＋zoom モニター

投影 YouTube＋FB 生配信 

クロマキー＋スタジオ収録

編集 YouTube配信・FB 告知 

クロマキー＋スタジオ収録

編集 YouTube配信・FB 告知 

番 組 完 全 パ ッ ケ ー ジ

YouTube・FB 告知 

 
(2) 多様性の配信番組 

以下の番組を FMYY YouTube チャンネルにて公開している。アドレスは次の通りである。

https://www.youtube.com/user/fmyytube 
カ テ ゴ リ ー 番組名 放送形態 

ダイバーシティ 
スペイン語番組 
「Latin-a」 

毎週⽔曜夜 7 時から 8時まで⽣放送で配信。
スペイン語による医師の健康相談、社労⼠に
よる visaなどの制度の説明。週間天気予報。
防災の知恵。ライブ配信のメリットを活かし
専⾨家とリスナーによる質疑応答。 

ベトナム語番組「HÃY AN 
NHIÊN MÀ SO"NG」 

⽉１回あるいは 2回⽇本の⽂化紹介、技能実
習⽣制度について専⾨家の解説、問題点の顕
在化、ベトナム⼈医師や留学⽣からの報告、
⽇本語教育について⽇越両⾔語で配信。 

やさしい⽇本語番組「AWEP
あんしんつうしん」 

⽉ 1回基本的に⽇本に住む外国⼈⼥性⽀援の
ためのお役⽴ち情報の紹介。 
タガログ語による解説あり。 

タ ガ ロ グ 語 番 組
「MASAYANG TAHANAN」 

⽉ 1回当事者団体からのタガログ語による発
信。 
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らの会わぃわぃ by ネットワ
ークながた 

⽉１回 障害者が社会で⾃⽴していくため
のいろんな⽅法や実例を紹介するライブ配
信番組。 

エフエム⼆⾵⾕放送（愛称：
ＦＭピパウｼ） 

⽉１回⼆⾵⾕からの放送をデータで受信、そ
れを YouTubeで配信。 

⽚ 岡 法 ⼦ と 桂 福 点 の ⾍
MEGA ネット 

⽉１回視覚障害者の視点で⾒えた街の事象
を配信。 

社 会 へ の 提 ⾔ 
コミュニティ AD 
 

FMYY としてぜひ紹介したい取り組み、また
はゲストとして来局された⽅の取り組みを
配信。 

未 来 ・ 次 世 代 
⾼校⽣・⼤学⽣番組（インタ
ーン・授業） 

インターンや⾒学に来た学⽣たちが実感し
たことを発表する場として活⽤。 

 わぃわぃキッズラジオ 2 ヶ⽉に１回⼦どもがメインパーソナリティ
となり、⾃分達⾃⾝で番組構成配信。 

交流・参加(居場所) 
ゆうかりに乾杯！ 特別同窓会番組として３回配信 
街ブラ〜⼈と街とくらしを探
る 

2 ヶ⽉に１回、⼥性ならではの視点で街の中
の素敵を探り、ゲストにむかえ直接お話をお
聞きする番組。 

ワンコイン番組 毎週⼟曜⽇ 12 時からを番組ではなく地域で
の気づきなど会員からの発信やそこにつな
がる⼈々の発信の場として運営維持してい
る。ライブとして随時配信 

イ ベ ン ト 中 継 
KOBE に灯りを in ながた/地
域イベント 

YouTube/Facebook/zoomライブ配信 

海 外 JICA 草の根事業 多⾔語番組＋いろんな内容インドネシア防
災活動レポート 

防 災 番 組 
FMYY からのお知らせ 兵庫県国際交流協会、神⼾市国際⽂化交流

課、⼊国管理室などの情報 
 

 
(3) 助成金を活用したタガログ番組制作 

神戸市「企画調整課」NPO 等活動補助制度（3 年継続の１年目）を受け、「多様な住民への多言

語情報配信〜タガログ語版〜『警報発令時における自助コミュニテイの情報収集・受信力向上プ

ロジェクト』」としてフィリピン人女性たちのコミュニティからの情報発信事業として実施した。 

 
(4) 多様性の発信イベント 

⽇付 名称 参加形態 

4/29 第 18 回⻑⽥の園遊会 花⽔⽊まつり 実⾏委員会委員/コロナのため中⽌ 
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7/17・18 
第 19 回夏越ゆかた祭〜ゆかたでナ
イト 

実⾏委員会委員/コロナのため中⽌ 

8 ⽉ 
⼤国公園なつまつり 地域 TCC 連携団体/コロナのため

中⽌ 

10 ⽉ 
野⽥北秋まつり 多⽂化共⽣事業の⼀環として参加

（ヘチマのベトナム料理屋台） 

11 ⽉ 
⼀七市拡⼤版『あの⽇に思いやりの
⼼』を忘れぬために 

地域障害者団体実⾏委員会委員/コ
ロナのため中⽌。今後も廃⽌かも。 

1/17 
第 25 回 1.17KOBE に灯りを in なが
た 

実⾏委員会役員/YouTube で現場か
ら配信 

3/27 
第 10 回しんながた・くにづかローカ
ルワールドフェスティバル 

FMYY 賛助会員地域商店街管理団
体からの依頼でイベントコーディ
ネイト  

 
災害の被災者支援・防災力向上事業 
防災力強化国外事業  
(1) インドネシアでのコミュニティ防災支援事業 

2022 年 3⽉に終了した JICA 草の根技術協⼒事業フェーズ 2「官⺠協働によるコミュニティラジオ
を活⽤した防災⼒強化事業」の JICA職員向けオンライン報告会（2022 年 4 ⽉ 27 ⽇）と⼀般向け報
告会（2022 年 6 ⽉ 26 ⽇）を新⻑⽥の KICC で開催した。⼀般向け報告会には FMYY と繋がりの深い
ジャワ伝統芸能のアーティストによるジャワ舞踊とガムラン演奏をプログラムに盛り込み、事業報告
と共にインドネシアの⽂化も紹介する内容とし、40 名を超える⽅々が参加した。 

 また、2022 年 5⽉にインドネシアのバリ島で開催された国連の防災イベント「Global Platform for 
Disaster Risk Reduction」に草の根事業のインドネシア現地パートナー団体（インドネシアコミュニテ
ィラジオ協会、アトマジャヤ⼤学ジョグジャカルタ、および JICAインドネシアとともに参加し、草の
根で達成した成果「災害ラジオの制度化」を Resilience Stageで「コミュニティラジオと防災」をテー
マにしたトークショー及びブースで草の根で達成した成果「災害ラジオの制度化」の広報活動に努め
た。⼗年余りに渡って FMYY がインドネシアで取り組んできた「コミュニティラジオと防災」をテー
マにした活動は⼀区切りとなったが、FMYY とインドネシアの繋がりは続いている。 

(2) ペルーでのコミュニティ防災支援事業 
⼀般社団法⼈ひょうごラテンコミュニティが FMYY で発信するオンライン番組「Latina」を通じて

繋がったペルー共和国カヤオ特別県ミ・ペルー区の⾃主防災組織と⼩中学校を現地パートナーに、コ
ミュニティ防災⼒の強化を⽬的に JICA 草の根技術協⼒事業（パートナー型）に事業提案を申請し、
2022 年 5 ⽉に採択された。2023 年 1 ⽉に JICA と契約を締結し、ひょうごラテンコミュニティと協
⼒して、「在⽇⽇系⼈が培った知識と経験を⽣かしたコミュニティ防災⼒強化事業」を開始した。 

この事業は、⽇本に住む⽇系ペルー⼈の仲間達と⼀緒に、彼らの故郷ペルーに⽇本の防災の知識や
経験を伝え、⽇本と同じように、地震・津波・⼟砂災害などの災害リスクの⾼い地域に暮らす住⺠の
コミュニティ防災⼒を強化していくことを⽬的としている。また、ペルーには⼤きな⽇系⼈コミュニ
ティがあり、⽇系の学校もたくさんある。防災活動を通じて、⽇本とペルーの⽇系⼈コミュニティと
の繋がりを深めることも、この事業において⼤切にしていること。⼦どもの頃から TCC（たかとりコ
ミュニティセンター）と繋がりのある⽇系ペルー⼈のセグラ・ジェラルドが現地コーディネート役を
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担っている。この事業は、FMYY とひょうごラテンコミュニティが協働で進めていき、現地スタッフ
もかつて神⼾で⼀ひょうごラテンコミュニティの活動に参加していた⽇系⼈ペルー⼈である。なお、
2023 年 2⽉にリマ市内の現地事務所を開設した。 

 
防災力強化国内事業 
(1) 神戸市危機管理室との連携 

「外国⼈コミュニティへの情報伝達は当事者コミュニティの存在と活動継続が必須」の考えを粘り強く伝え、ラ
テン・ベトナム・タガログ・やさしい⽇本語での情報発信元であるそれぞれの団体と FMYY の番組制作補助⾦と
して年間 252,000円の覚書を交わしている。 

（2）被災地との連携 
2023 年 3 ⽉ 10 ⽇ 11 ⽇福島県双葉郡双葉町の記憶継承のためのジオラマを届けるプロジェクトに

参加。 
2023 年 3⽉ 18 ⽇「全国被災地語り部シンポジウム in和歌⼭」に FMYY 代表理事⾦千秋がコメン

テーターとしてメインセッションに参加。 
 

国内外共通事業 
(1) 関西学院大学総合政策学部山中研究室との共同研究 

被災地における防災の記憶継承のコンテンツとしての映像制作「記憶を語り継ぐ、阪神・淡路⼤震
災」は 2018 年度からの素材を再構成し完成した。合わせてインドネシアでの記憶継承ラジオ番組も
制作予定であったが、コロナ禍の影響が⻑引き、インドネシア・被災地での番組制作は 2023 年度に繰
延する。 

 
支援募金 
(1) 西ジャワ 

2022 年 11 ⽉ 21 ⽇にインドネシアのジャワ州シアンジュル県に⼤きな被害をもたらした地震の被
災地で、インドネシアコミュニティラジオ協会が災害ラジオ局を開設し、被災者に災害を⽣き抜くた
めの情報や癒やしの番組の放送に取り組んだ。FMYY はインドネシアで災害ラジオの制度化にインド
ネシアコミュニティラジオ協会等と共に⻑く関わってきたことを踏まえ、現地の災害ラジオ局の活動
を⽀える募⾦活動（ラジオ受信機の購⼊、配布）を⾏った。合計 21,000円の募⾦が寄せられ、インド
ネシアコミュニティラジオ協会を通して 2023 年 2⽉初めに受信機が被災者に配布された。 

 
(2) トルコ・シリア地震 

2023 年 2 ⽉ 6 ⽇発災の情報を受け、FMYY にできること「地域の情報を配信する、募⾦活動」を開
始した。番組制作はプロジェクト M30,000円を番組出演者謝⾦として活⽤、募⾦の届け先は今まで繋
がりのあるトルコは CODE 海外災害援助市⺠センター39,549 円とシリアは TeamBEKO17,394 円の
２つの⽀援団体とした。なお振込代、番組制作費は FMYY 持ちとし、募⾦は現在も継続中である。 
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多文化共生に資するネットワーク・協働事業 
(1) タブコラ事業 

PHD協会が JICA関⻄からの委託事業として実施する NGO等提案型事業「兵庫発！多⽂化共⽣の
ための市⺠社会とビジネスセクター連携構築プログラム 〜 外国⼈労働者とのより良い共⽣に向けて」
（タブコラ事業）の協⼒団体(理事の⽇⽐野純⼀がコンサルタント事業参加)として、兵庫県内（三⽥
市、加東市、神⼾市など）の外国⼈労働者の⽣活環境の改善に取り組んだ。特に神⼾市⻑⽥区で実施
した外国⼈の就労体験事業「外国⼈版⻑⽥区トライやるウィーク事業」においては、FMYY 代表理事
の⾦千秋が実⾏委員⻑を務め、FMYY が培った社会資源をフルに提供することで、成功裏に事業が実
施された。当該事業は 2023 年 8 ⽉まで継続する。 

(2) HYOMIC 
兵庫・国際協⼒同志の会Hyogo Network of Copemates for International Cooperation（HYOMIC）

の幹事団体（FMYY、PHD 協会、多⾔語センターFACIL、Future Code、JICA 関⻄）の⼀つとして、
地域社会での活動を⼤切にしながら、その経験を活かして国際協⼒活動、多⽂化共⽣活動に取り組ん
でいる NGOと JICA関⻄を中⼼とした兵庫ならでは集まりの場を作りことに 2022 年度も尽⼒した。
開催したセミナーは以下の通り。 
第 7回HYOMICセミナー「アフリカ×兵庫」2022 年 9⽉ 6⽇@JICA関⻄ 
第 8 回 HYOMIC セミナー「⼗⼈⼗⾊の国際協⼒〜インターン⽣・現場の先輩と考える国際協⼒へ

の道〜」2023 年 3⽉ 15⽇@JICA関⻄ 
 

地域の多文化共生に資する場つくり・啓発活動 
(1) 長田区多文化共生 

阪神・淡路⼤震災以降、多⽂化なまちづくりを続けている FMYY は 2022 年度に⻑⽥区役所とともに
地域に出向き外国⼈住⺠を取り巻く環境に関する聞き取りを⾏い、そこから⾒えてきた課題を解決し
ていく活動を始めた。また、2022 年 12⽉には NGO神⼾外国⼈救援ネットとともに「多⽂化共⽣の
まちづくり懇談会」を開催し、⻑⽥区内の地縁団体、外国⼈コミュニティ、⽇本語学校、NPO、区役
所のメンバーが「多⽂化共⽣と居住」をテーマに意⾒交換を⾏った。その意⾒交換会で個別の課題が
解決される訳ではないが、多⽂化なまちづくりに取り組んでいる様々な団体や⼈が繋がりを持つ機会
となり、それが個別の問題を解決していく⼒になっていくものを考えられる。 

   2022 年度の実施した活動は以下の通りである。 
1.  ⻑⽥区内の多⽂化共⽣に係る状況ヒアリング業務 
2. ⻑⽥区内の⽇本語学校留学⽣⽀援と状況把握に係る業務 
3. ベトナム料理レストラン紹介WEBサイトの取材、制作に係る業務 

→2023 年 4 ⽉にWEBサイト公開。 
4. 外国⼈版⻑⽥区トライやるウィーク事業への協⼒業務 

 
(2) 食糧支援 

・たかとりコミュニティセンターと協⼒し神⼾国際コミュニティセンターでの⻑⽥区⽇本語学校留学
⽣への⾷糧⽀援を実施した。 
・たかとりコミュニティセンターと協⼒しインドネシア留学⽣に特化した⾷糧⽀援を実施。 
・NGO 外国⼈救援ネットの事業に参加し、神⼾国際コミュニティセンターと共同で⻑⽥区⽇本語学
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校留学⽣への⾷糧⽀援を実施した。 
・NGO 外国⼈救援ネットの事業に参加し、神⼾常盤⼤学の健康相談の協⼒を得て⻑⽥区⽇本語学校
留学⽣への⾷糧⽀援を実施。 

 
多文化共生に資する研究、教育、啓発事業 
(1) フィールドワーク受け入れ・コーディネイト 

 
 
 
 
 
 
 

(2) 講演講師依頼・インターン受け入れ 
インターン受け⼊れ 神⼾学院⼤学、神⼾⼤学 GSP、 
ボランティア受け⼊
れ 

神⼾⼤学地域連携推進室、関⻄国際⼤学、⼤阪⼤学 
（1.17KOBE に灯りを in ながた） 

講義 
(⾮常勤講師など) 

神⼾親和⼥⼦⼤学、神⼾常盤⼤学、神⼾⼤学、神⼾学院⼤学、関⻄国
際⼤学、甲南⼥⼦⼤学、駒が林中学校、だいち⼩学校、⻑⽥南⼩学校、
神⼾幼稚園 

 
Ⅱ管理・運営 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 団体の管理運営 
 

事務局（たかとりコミュニティセンター2階） 
事務局（総務、庶務、会計）：⾦、古寺 
番組配信担当：⾦、平野 
多⽂化事業担当：⾦、⽇⽐野 
防災担当：⾦、⽇⽐野、中川、ジェラルド、古寺 
ICT担当：⼤川、平野 
開設⽇基本は、⽔・⾦・⼟の 9時半から 18時  

研修/フィールド
ワーク 

全国被災地国際シンポジウム in 和歌⼭、KICC（神⼾国際コミュニテ
ィセンター）、神⼾市国際課、ふたば学舎、KOBEAmbassador、⿃取
県 

番組を活⽤した調
査 

関⻄学院⼤学総合政策学部⼭中速⼈教授との共同事業（阪神・淡路
⼤震災の動画を活⽤した記憶継承） KOBEAmbassadorPR 
⼤阪⼤学・京都⼤学ベトナム⼈留学⽣（多⽂化共⽣ガーデン） 

 
 
 

TCC 

理事 

 
ペルー 事

務
局 
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理事：⼤城ロクサナ、⼤坪義⼀、⾦千秋、橋⽖明⽇⾹、⻑⾕部治、⽇⽐野純⼀、李⽟順、⾼松純⼀、
藤⽥学 
監査：森﨑清登、⾼⿓弘 

 
(2) 決算 

別紙参照 
 

(3) 支援者・寄付・ファンドレイジング 
ア）会員等 

 
 正会員 ⼀般会員 賛助会員 YYnews 購読者 
2021年 24 名 50 名 17 名 336名 
2022年 23 名 44 名 9 名 333 名 

   
イ）寄付 
 2022 年度も FMYY の活動に対して多くのご支援をいただいた。 

⼤和ハウス⼯業エンドレス募⾦ 
⼤和ハウス⼯業が実施するNPOを対象にしたエンドレス募⾦の対象団体に選ばれ、2021 年

度に引き続いて寄付を⼤和ハウス⼯業とその社員の⽅からの寄付をいただいた。2022 年度上
半期は 360,000円、下半期は 2023 年度⼊⾦予定である。 
個⼈寄付 ⼀般寄付 使途指定寄付 機材寄付 その他 合計 
287,386 925,405 500,000 500,000 397,443 2,539,984 

 
(4) その他特記すべきこと 

       ・ペルー事業のためのリマ市内に事務所開設 2023 年 2⽉より 5 年間 
・平野がひょうごんテック緒⽅⽒のOJT及び引継ぎを受けた。現在は平野が FMYY さくらメー

ルサーバ管理、スタジオの各種 PC、FMYY保有 PC のメンテナンスを⾏う。また TCC内ネ
ットワークトラブル復旧業務も ICT 委員会と連動し理解できる範囲で対応する。 

・ひょうごんテック緒⽅⽒の退任による影響を減らすため、⼤川を中⼼に事務所業務のクラウ
ド化に向けて準備を進めた。⽀援者とのやり取りを活発にすべく、会員情報等を管理するデー
タベースについて、内部での活⽤を促進するためのデータ整備に注⼒した。 

       ・屋外イベント等における FMYY のモバイル通信回線活⽤は、費⽤対効果が⽐例していなかっ 
た。今年度は藤⽥理事提案の au 系の格安回線（povo2.0）に変更、「1.17KOBEに灯りを inな 
がた」会場中継、また事務所外の事業でも活⽤した。今後、固定通信回線（事務所）が障害で 
使⽤不可能となった場合（2022 年度はネット障害が頻発したため、モバイル医療通訳の通信 
障害に苦慮していた FACILにも povo2.0 を提案し導⼊）に備え今回のモバイル通信回線の変 
更は、有意義であった。 

 
(5) 会議運営 

       ・事務局会議 ２週間に⼀度⽔曜⽇ 10 時（ペルー事務所参加の場合） 
        ペルー事務所との連絡会議；⽕―⼟の午前 7 時 50分からWAビデオで実施している。 
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                ペルー事業運営会議：毎週⽉曜⽇ 22 時 30分から ZOOM で実施している。 
       ・理事会  2022 年 6 ⽉ 3⽇、8 ⽉ 25⽇、11⽉ 16 ⽇、 

2023 年 1⽉ 25⽇、4 ⽉ 25⽇、6 ⽉ 1⽇ 
       ・総会   2022 年 6 ⽉ 3⽇（2021 年度） 
       ・会計監査 2023 年 5⽉ 31⽇ 

 



科目 予算額 決算額 予算残額

正会員受取会費 132,000 120,000 12,000

賛助会員受取会費 200,000 140,000 60,000

一般会員受取会費 100,000 132,000 -32,000

432,000 392,000 40,000

一般寄付金 1,300,000 925,405 374,595

使途指定寄付金－管理 500,000 500,000 0

使途指定寄付金－放送 500,000 500,000 0

個人寄付 150,000 287,386 -137,386

食糧支援 0 35,000 -35,000

外国人支援 0 14,250 -14,250

西ジャワ地震支援 0 21,000 -21,000

シリア・トルコ地震支援 0 56,943 -56,943

まちづくり 0 200,000 -200,000

2,450,000 2,539,984 -89,984

受取地方公共団体補助金

 - KICC 100,000 0 100,000

 - 神戸市　協働と参画 250,000 391,139 -141,139

 - 長田区地域協働課 0 200,000 -200,000

350,000 591,139 -241,139

コミュニティメディア事業収益

 - 受託料 252,000 252,000 0

 - 放送料 250,000 391,800 -141,800

 - 1コイン番組 15,000 7,700 7,300

 - 謝礼 0 10,000 -10,000

イベント企画・運営事業収益

 - 受託料 500,000 0 500,000

 - 謝礼 0 20,000 -20,000

コンテンツ企画・運営事業収益

 - 受託料 150,000 150,000 0

研究・教育・啓発事業収益

 - 受託料 200,000 918,000 -718,000

 - 謝礼 0 111,138 -111,138

海外防災事業収益

 - 受託料 10,800,000 4,030,716 6,769,284

JICA防災力強化事業収益

2022年度　活動計算書

2022年04月01日～2023年03月31日

     特定非営利活動法人　エフエムわいわい　　　　(単位：円)

 1.経常増減の部

 (1)経常収益

受取会費

  受取会費計

受取寄付金

  受取寄付金計

受取助成金等

  受取助成金等計

事業収益



科目 予算額 決算額 予算残額

2022年度　活動計算書

2022年04月01日～2023年03月31日

     特定非営利活動法人　エフエムわいわい　　　　(単位：円)

 - 受託料 0 5,756,000 -5,756,000

多文化まちづくり収益

 - 受託料 2,200,000 2,200,000 0

 - 謝礼 0 10,000 -10,000

14,367,000 13,857,354 509,646

受取利息 1,000 522 478

雑収益 1,002,000 1,375,872 -373,872

1,003,000 1,376,394 -373,394

18,602,000 18,756,871 -154,871

給料手当 6,740,000 5,964,871 775,129

法定福利費 700,000 419,265 280,735

福利厚生費 0 96,072 -96,072

通勤交通費 50,000 96,400 -46,400

7,490,000 6,576,608 913,392

諸謝金 1,276,000 2,454,765 -1,178,765

移動費（ＪＩＣＡ） 0 130,828 -130,828

旅費交通費 80,000 106,840 -26,840

海外派遣費 1,400,000 431,197 968,803

航空費（ＪＩＣＡ） 0 886,830 -886,830

その他旅費(ＪＩＣＡ) 0 16,589 -16,589

イベント開催費 0 150,000 -150,000

会議費 35,000 66,097 -31,097

会場使用料 25,000 0 25,000

ネット放送費 16,200 0 16,200

権利料 16,200 0 16,200

通信運搬費 80,000 200,571 -120,571

広告宣伝費 0 65,000 -65,000

消耗什器備品費 160,000 509,558 -349,558

消耗品費 100,000 590,809 -490,809

研修費 0 11,500 -11,500

調査費 0 6,142 -6,142

海外活動諸費 2,300,000 0 2,300,000

印刷製本費 186,000 58,932 127,068

修繕費 0 1,990 -1,990

レンタル料 25,000 28,159 -3,159

相談料 0 8,250 -8,250

【人件費】

【人件費計】

【その他費用】

 事業費

  事業収益計

その他収益

  その他収益計

  経常収益合計

 (2)経常費用



科目 予算額 決算額 予算残額

2022年度　活動計算書

2022年04月01日～2023年03月31日

     特定非営利活動法人　エフエムわいわい　　　　(単位：円)

国内活動業務費 400,000 0 400,000

保険料 125,000 262,180 -137,180

支払地代家賃 0 648,422 -648,422

外注費 20,000 0 20,000

委託費 736,000 1,534,600 -798,600

翻訳料 900,000 5,000 895,000

支払手数料 2,000 7,579 -5,579

租税公課 20,000 0 20,000

寄付金支出 620,000 648,000 -28,000

支払寄付金 0 15,785 -15,785

雑費 5,000 23,079 -18,079

8,527,400 8,868,702 -341,302

16,017,400 15,445,310 572,090

給料手当 900,000 1,675,485 -775,485

法定福利費 0 290,293 -290,293

福利厚生費 0 16,772 -16,772

通勤交通費 50,000 81,690 -31,690

950,000 2,064,240 -1,114,240

諸謝金 240,000 590,000 -350,000

旅費交通費 20,000 22,030 -2,030

会議費 15,000 118,596 -103,596

通信運搬費 15,000 18,919 -3,919

広告宣伝費 50,000 15,000 35,000

消耗什器備品費 0 37,822 -37,822

消耗品費 5,000 1,781 3,219

新聞図書費 0 3,000 -3,000

印刷製本費 5,000 4,596 404

修繕費 5,000 26,600 -21,600

協力費 0 22,666 -22,666

保険料 25,000 31,500 -6,500

水道光熱費 24,000 22,439 1,561

顧問料 110,000 110,000 0

外注費 0 205,040 -205,040

諸会費 125,000 166,600 -41,600

支払手数料 20,000 30,994 -10,994

消費税 500,000 0 500,000

租税公課 10,000 1,200 8,800

寄付金支出 100,000 72,000 28,000

【その他費用計】

  事業費計

 管理費

【人件費】

【人件費計】

【その他費用】



科目 予算額 決算額 予算残額

2022年度　活動計算書

2022年04月01日～2023年03月31日

     特定非営利活動法人　エフエムわいわい　　　　(単位：円)

支払寄付金 0 47,546 -47,546

雑費 10,000 15,906 -5,906

減価償却費 60,000 29,700 30,300

1,339,000 1,593,935 -254,935

2,289,000 3,658,175 -1,369,175

18,306,400 19,103,485 -797,085

295,600 -346,614 642,214

為替差益 0 219,679 -203,520

0 219,679 -252,134

0 0 -32,455

295,600 -126,935 422,535

法人税、住民税及び事業税 0 72,000 -72,000

295,600 -198,935 494,535

5,509,844 5,509,844 0

5,805,444 5,310,909 494,535

 税引前当期正味財産増減額

 当期正味財産増減額

 前期繰越正味財産額

 次期繰越正味財産額

 当期経常増減額

 2.経常外増減の部

 (1)経常外収益

  経常外収益合計

 (2)経常外費用

  経常外費用合計

  経常費用合計

【その他費用計】

  管理費計



1,912,214

1,151,381

6,535,579

1,397,339

10,996,513

1

29,724

114,984

144,709

11,141,222

2,101,517

72,000

94,000

196,796

2,464,313

3,366,000

3,366,000

5,830,313

5,509,844

-198,935

5,310,909

11,141,222

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

正味財産の部

負債の部

流動負債

未払金

未払法人税等

前受金

預り金

流動負債合計

固定負債

長期借入金

固定負債合計

負債合計

資産合計

流動資産

現金

当座預金

普通預金

未収金

流動資産合計

固定資産

建物付属設備

什器備品

電話加入権

固定資産合計

資産の部

2022年度　貸借対照表

2023年3月31日現在

       特定非営利活動法人　エフエムわいわい　　　　　　(単位：円)
科　　目 金　　額



摘　　要

1,912,214

213,175

105,579

1,340,455

136,317

116,688

1,151,381

1,151,381

6,535,579

1,546,949

471,280

3,497,382

706,219

148,933

164,816

1,397,339

70,400

252,000

674,939

400,000

10,996,513

1

29,724

114,984

144,709

11,141,222

2,101,517

1,288,547

93,806

16,960

365,004

--給料

--社会保険料

--その他諸経費

--諸謝金

未払金

--助成金

--諸経費

流動資産合計

固定資産

建物付属設備

什器備品

電話加入権

固定資産合計

資産合計

負債の部

流動負債

--受託料

当座預金

--郵便振替口座

普通預金

--三菱UFJ銀行

--ゆうちょ銀行（JPF1と消費税)

--ゆうちょ銀行（JICA）

--みなと銀行

--ゆうちょ銀行（ＪＰＦ２）

--インドネシア国営銀行(BNI)

未収金

--放送料

--ペイパル

2022年度　特定非営利活動に係る事業の会計　財産目録

2023年3月31日現在

     特定非営利活動法人　エフエムわいわい　　　(単位：円)
科　　目 金　　額

資産の部

流動資産

現金

--小口現金

--小口１（金）

--アメリカドル

--ペルー現金



摘　　要

2022年度　特定非営利活動に係る事業の会計　財産目録

2023年3月31日現在

     特定非営利活動法人　エフエムわいわい　　　(単位：円)
科　　目 金　　額

337,200

72,000

94,000

196,796

60,722

74,697

28,300

33,077

2,464,313

3,366,000

3,366,000

5,830,313

5,310,909

流動負債合計

固定負債

長期借入金

固定負債合計

負債合計

正味財産合計

--社会保険料

--受託料

未払法人税等

前受金

預り金

--源泉所得税（給与）

--源泉所得税（謝金）

--住民税



 2022年度　活動計算書（部門別損益内訳表) 2022年04月01日～2023年03月31日(配賦)

 特定非営利活動法人　エフエムわいわい　特定非営利活動に係る事業の会計

1/2 

財務諸表の注記
特定非営利活動法人　エフエムわいわい

１．重要な会計方針

　　（１）固定資産の減価償却の方法

　　（２）消費税等の会計処理

２．事業別損益の状況

　　事業別損益の状況は以下の通りです。

科目名 コミュニティメディア イベント・運営 コンテンツ・制作 研究・啓発 まちづくり JICA草の根事業 海外防災 事業部門計 管理部門 合計

正会員受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0 120,000 120,000
賛助会員受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0 140,000 140,000
一般会員受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0 132,000 132,000

0 0 0 0 0 0 0 0 392,000 392,000

一般寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 925,405 925,405
使途指定寄付金－管理 0 0 0 0 0 0 0 0 500,000 500,000
使途指定寄付金－放送 500,000 0 0 0 0 0 0 500,000 0 500,000
個人寄付 0 0 0 0 0 0 0 0 287,386 287,386
食糧支援 0 0 0 0 35,000 0 0 35,000 0 35,000
外国人支援 0 0 0 0 14,250 0 0 14,250 0 14,250
西ジャワ地震支援 0 0 0 0 0 0 21,000 21,000 0 21,000
シリア・トルコ地震支援 0 0 0 0 0 0 56,943 56,943 0 56,943
まちづくり 0 0 0 0 200,000 0 0 200,000 0 200,000

500,000 0 0 0 249,250 0 77,943 827,193 1,712,791 2,539,984

受取地方公共団体補助金 391,139 0 0 0 200,000 0 0 591,139 0 591,139
391,139 0 0 0 200,000 0 0 591,139 0 591,139

コミュニティメディア事業収益 661,500 0 0 0 0 0 0 661,500 0 661,500
イベント企画・運営事業収益 0 20,000 0 0 0 0 0 20,000 0 20,000
コンテンツ企画・運営事業収益 0 0 150,000 0 0 0 0 150,000 150,000
研究・教育・啓発事業収益 0 0 0 1,029,138 0 0 0 1,029,138 0 1,029,138
海外防災事業収益 0 0 0 0 0 0 4,030,716 4,030,716 0 4,030,716
JICA防災力強化事業収益 0 0 0 0 0 5,756,000 0 5,756,000 0 5,756,000
多文化まちづくり収益 0 0 0 0 2,210,000 0 0 2,210,000 0 2,210,000

661,500 20,000 150,000 1,029,138 2,210,000 5,756,000 4,030,716 13,857,354 0 13,857,354

受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 522 522
雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 1,375,872 1,375,872

0 0 0 0 0 0 0 0 1,376,394 1,376,394
1,552,639 20,000 150,000 1,029,138 2,659,250 5,756,000 4,108,659 15,275,686 3,481,185 18,756,871

給料手当 0 0 0 0 1,426,000 2,664,247 1,874,624 5,964,871 1,675,485 7,640,356
法定福利費 0 0 0 0 0 320,730 98,535 419,265 290,293 709,558
福利厚生費 0 0 0 0 0 52,046 44,026 96,072 16,772 112,844
通勤交通費 0 0 0 0 0 39,870 56,530 96,400 81,690 178,090

0 0 0 0 1,426,000 3,076,893 2,073,715 6,576,608 2,064,240 8,640,848

諸謝金 101,139 0 0 735,000 522,950 659,510 436,166 2,454,765 590,000 3,044,765
移動費（ＪＩＣＡ） 0 0 0 0 0 130,828 0 130,828 0 130,828
旅費交通費 54,820 0 0 27,860 8,680 1,360 14,120 106,840 22,030 128,870
海外派遣費 0 0 0 0 0 0 431,197 431,197 0 431,197
航空費（ＪＩＣＡ） 0 0 0 0 0 886,830 0 886,830 0 886,830
その他旅費(ＪＩＣＡ) 0 0 0 0 0 16,589 0 16,589 0 16,589
イベント開催費 0 0 0 0 0 0 150,000 150,000 0 150,000
会議費 7,481 0 0 570 3,249 41,894 12,903 66,097 118,596 184,693
通信運搬費 84,662 4,592 1,892 5,676 28,379 14,937 60,433 200,571 18,919 219,490

　　税務諸表の作成は、NPO法人会計基準(2010年7月20日　2017年12月12日改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。

　　　　　有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却しています。

　　　　　消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

 1.経常増減の部

 (1)経常収益

受取会費

受取会費計
受取寄付金

受取寄付金計
受取助成金等

受取助成金等計
事業収益

事業収益計
その他収益

その他収益計
経常収益合計
 (2)経常費用
【人件費】

【人件費計】
【その他費用】
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科目名 コミュニティメディア イベント・運営 コンテンツ・制作 研究・啓発 まちづくり JICA草の根事業 海外防災 事業部門計 管理部門 合計

広告宣伝費 65,000 0 0 0 0 0 0 65,000 15,000 80,000
消耗什器備品費 282,962 0 0 0 0 226,596 0 509,558 37,822 547,380
消耗品費 35,342 4,128 178 534 98,547 439,370 12,710 590,809 1,781 592,590
新聞図書費 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000 3,000
研修費 0 0 0 11,500 0 0 0 11,500 0 11,500
調査費 0 0 0 0 0 6,142 0 6,142 0 6,142
印刷製本費 19,929 460 460 1,379 6,895 11,384 18,425 58,932 4,596 63,528
修繕費 0 0 0 0 0 0 1,990 1,990 26,600 28,590
協力費 0 0 0 0 0 0 0 0 22,666 22,666
レンタル料 0 0 0 0 0 28,159 0 28,159 0 28,159
相談料 8,250 0 0 0 0 0 0 8,250 0 8,250
保険料 0 0 0 0 0 244,360 17,820 262,180 31,500 293,680
水道光熱費 0 0 0 0 0 0 0 0 22,439 22,439
支払地代家賃 0 0 0 0 0 648,422 0 648,422 0 648,422
顧問料 0 0 0 0 0 0 0 0 110,000 110,000
外注費 0 0 0 0 0 0 0 0 205,040 205,040
委託費 398,000 199,200 120,000 402,400 415,000 0 0 1,534,600 0 1,534,600
翻訳料 5,000 0 0 0 0 0 0 5,000 0 5,000
諸会費 0 0 0 0 0 0 0 0 166,600 166,600
支払手数料 1,398 0 0 430 0 2,176 3,575 7,579 30,994 38,573
租税公課 0 0 0 0 0 0 0 0 1,200 1,200
寄付金支出 288,000 7,200 7,200 21,600 108,000 36,000 180,000 648,000 72,000 720,000
支払寄付金 15,785 0 0 0 0 0 0 15,785 47,546 63,331
雑費 0 0 0 0 0 17,380 5,699 23,079 15,906 38,985
減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 29,700 29,700

1,367,768 215,580 129,730 1,206,949 1,191,700 3,411,937 1,345,038 8,868,702 1,593,935 10,462,637
1,367,768 215,580 129,730 1,206,949 2,617,700 6,488,830 3,418,753 15,445,310 3,658,175 19,103,485

184,871 -195,580 20,270 -177,811 41,550 -732,830 689,906 -169,624 -176,990 -346,614

為替差益 0 0 0 0 0 0 203,520 203,520 0 203,520
為替差益２ 0 0 0 0 0 48,614 0 48,614 0 48,614

0 0 0 0 0 48,614 203,520 252,134 0 252,134

為替差損 0 0 0 0 0 0 67 67 0 67
為替差損２ 0 0 0 0 0 32,388 0 32,388 0 32,388

0 0 0 0 0 32,388 67 32,455 0 32,455
184,871 -195,580 20,270 -177,811 41,550 -716,604 893,359 50,055 -176,990 -126,935

法人税、住民税及び事業税 0 0 0 0 0 0 0 0 72,000 72,000
184,871 -195,580 20,270 -177,811 41,550 -716,604 893,359 50,055 -248,990 -198,935

３．使途等が制約された寄付金等の内訳

　 使途等が制約された寄付金等の内訳は以下の通りです。

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

寄付金

　プロジェクトM 550,122 500,000 1,050,122 0 放送用機材

　放送事業 0 500,000 500,000 0

  食糧支援 0 35,000 35,000 0

　外国人支援 0 14,250 14,250 0

　西ジャワ地震支援 0 21,000 21,000 0

　シリア・トルコ地震支援 0 56,943 56,943 0

　まちづくり 0 200,000 200,000 0

合計 550,122 1,327,193 1,877,315 0

4．固定資産の増減の内訳

科目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

　建物附属設備 2,500,000 0 0 2,500,000 2,499,999 1

　什器備品 5,552,864 0 0 5,552,864 5,523,140 29,724

合計 8,052,864 0 0 8,052,864 8,023,139 29,725

5．借入金の増減の内訳

科目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

長期借入金 3,902,000 0 536,000 3,366,000

 当期経常増減額

【その他費用計】
経常費用合計

経常外費用合計
 税引前当期正味財産増減額

 当期正味財産増減額

 2.経常外増減の部
 (1)経常外収益

経常外収益合計
 (2)経常外費用


